
加西市議会だより No.143 (2015.5)4

提出された主な議案（予算以外）
○議案第１号　加西市公契約条例の制定について

公契約に係る基本方針等を定め、発注する工事請負契約等において一定の労務報酬下限額を確保することで、従
事する労働者の労働意欲を高めるとともに、事務及び事業の品質を確保し、市民が安心して心豊かに暮らせる市民
生活の実現を目指そうとするもの。

○議案第４号　議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例等の一部を改正する条例の制定について
加西市特別職報酬等審議会の答申に基づき、議会の議員の議員報酬及び特別職に属する常勤の職員の給与を平

成 27 年７月１日より５％削減し、あわせて４年に１回は特別職報酬等審議会を開催することを定めるもの。 
【議長】475,000 円→ 451,000 円　【副議長】400,000 円→ 380,000 円　【議員】369,000 円→ 350,000 円（月額）

○議案第８号　加西市歩くまちづくり条例の制定について
歩いて暮らすことが健康の基本であるという考えのもと、その基本理念や基本事項を定め、加西市に暮らすこと

で市民が生涯にわたり健やかで幸せに暮らせることができるまちづくりを目指そうとするもの。

○議案第９号　加西市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について
高齢者福祉計画・第６期介護保険事業計画の策定に伴い、平成 27 年度から平成 29 年度の３年間に適用する第

１号被保険者の保険料を７段階から 10 段階に改定し、介護予防・日常生活支援総合事業等を開始する日を別途定
めるよう規定するもの。

○議案第 16 号　加西市子どものいじめ防止等に関する条例の制定について
いじめの防止等のための対策を総合的かつ効果的に推進し、児童等が安心して生活し、健やかに成長することが

できる環境をつくるため、いじめの防止等に関する基本理念等を定めようとするもの。

○議案第 18 号　姫路市及び加西市における連携中枢都市圏形成に係る連携協約について
姫路市と加西市が、連携中枢都市圏構想推進要綱に基づく、連携中枢都市圏である播磨圏域を形成する連携協

約を締結しようとするもの。

○議案第 19 号　加西市高齢者福祉計画・第６期介護保険事業計画の策定について
高齢者福祉の現状と課題を分析し今後の方向性を示すとともに、今後 3 年間の介護保険事業に係るサービス給

付を見込んで、高齢者の安心な暮らしと保険事業の適正運営を図るため、３年間（平成 27 年度～平成 29 年度）
の計画を策定しようとするもの。

○議案第 22 号　加西衛生センター改修整備工事請負契約の締結について
加西衛生センターの改修整備工事（551,491,200 円）について、住重環境エンジニアリング㈱と請負契約を締

結し実施しようとするもの。

委員 会 審 議
総務委員会

○加西市公契約条例の制定（議案第１号）

問 工事現場の掛け持ちや、月給を日割りにした場合
の適用範囲及び賃金の確認方法について。

答 公契約に係る公共工事等において、全ての労働者
の氏名・従事時間を所定の書式により確認します。

また、工事の最低賃金は公共工事の設計労務単価を、
委託業務は市の職員賃金を基準として決定し、仮に条
例違反と判明した場合には、調査の上で支払い命令等
の是正措置を行い、それでも従っていただけない場合に
は、公契約の解除手続きを取ることになります。

また、公契約条例の対象工事価格を当初予定であっ
た１億円から 5,000 万円以上とし、ほぼ全ての業者を対
象としています。加えて実効性を確保するため、事前に
業者説明会を実施し徹底を図っていく予定です。

問 公契約条例を制定する自治体が少ないなか、加西
市が先行して実施する理由について。

答 公共工事の低価格競争による業者の疲弊が続いて
います。現場の労働者へしわ寄せが行くことがな

いよう、公共工事に続いて民間事業にも条例効果が波及
することを期待して制定するものです。

（議決結果）全会一致で可決

○加西市子どものいじめ防止等に関する条例 
（議案第 16 号）

問 いじめの実態と条例制定後の体制について。 

答 平成 26 年度は中学校４件、小学校３件の報告が
ありました。

今後は、現在実施している学校基本方針の策定やい
じめ対策チーム等の設置に加えて、いじめ防止教育の
推進や、事案が発生した場合の情報収集体制、そして、
複数の通報・相談窓口から総合教育センターへ連携す
る体制を整備します。


